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３ 各教科の調査結果の分析 

【国語】    状況の分析                    課題 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

【算数】     状況の分析                   課題 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

自分の主張が明確に伝わるように、文書全体の構

成や展開を考える問題の平均正答率が、都と比較

して２．５ポイント上回り、全国と比較すると、

７．７ポイント上回っていた。授業では、言葉の

特徴や使い方についての知識を理解したり使った

りする意識が全国と比べて高かった。 

(１) 学習課題に対して児童が調べ学習をする際に、学習者用端末を活用する等、個に応じた学びができる

ように学習機会を整備する。 

(２) 社会科との教科横断的な指導を行い、資料から情報を読み取り新聞やレポート、プレゼンテーション

資料作りに取り組む授業を設けて情報活用能力を高めていく。 

１ 調査目的・対象 

児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、今

後の児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるための調査です。 

 

２ 調査内容 

（１）教科に関する調査 

身に付けておかなかければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等、また、知識・技能を実生活の

様々な場面で活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等に関す

ることを児童が答える調査です。 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関することを児童が答える調査です。 

 

「目的に応じ、文章と図表とを結びつけて必要な

情報を見付ける」問題の正答率が、東京都と比較

して１０．３ポイント下回っていた。また、児童

質問紙の「国語の授業の内容は、よく分かります

か」では、否定的な回答率が高かった。個に応じ

た指導の充実を図り、読解力や情報を分析・活用

する力を高める必要がある。 

商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整

数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて除法

の式を表し、計算する問題の正答率が、東京都と

比較して３．２ポイント上回り、全国と比べると

７．５ポイント上回っていた。授業では公式のき

まりを指導する際に、児童に理由を考えさせる指

導を継続した成果といえる。 

(１) 習熟度別指導により個々の児童の実態を考慮して、基礎・基本の定着の徹底を図る。 

(２) 考えを伝えあう時間を計画的に位置付け、他者と自分の考えの異同を考えたり、複数の解決のアイデ

アからよりよい解決を検討したりすることで、新たなことに気付いたり、互いの考えをよりよいもの

にしたりする機会を設ける。 

(３) 学習内容に生活場面からの導入や活用場面の紹介等を工夫して取り入れていく。 

「速さを求める除法の式と商の意味を理解してい

る」問題の正答率が、東京都と比較して４．６ポイ

ント下回っていた。また、児童質問紙の「算数の授

業で活用したことを、普段の生活の中で活用できな

いか考えていますか」では、肯定的な回答率が東京

都より約４ポイント下回っている。基礎・基本の習

得に努め、その力を活用する授業改善の必要がある 



【質問紙】    状況の分析                    課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

  

 

(1) 日頃の学習活動はもちろん、学校行事等に対して明確な目標をもって取り組むようにし、最後まで

やり切れるよう一人一人の状況に応じた丁寧な指導や支援を行う。 

(2) 目標に向かって取り組む児童の活動に対して、褒め、認め、励ます等の評価を継続的に行い、自己

肯定感を高められる働きかけを行う。 

(3) 自己肯定感を高める取組を多く行い、児童の自尊感情を育み自分の将来に希望をもって進んでいこ

うとする意欲を醸成する。 

(4) 各教科の学習活動における児童の振り返りを丁寧に評価し、学習の理解度や指導方法を見直すポイ

ントを把握して、より児童の実態に応じた授業を展開していく。 

「５年生までに受けた授業では、各教科などで学

んだことを生かしながら、自分の考えをまとめた

り、思いや考えをもとに新しいものをつくり出し

たりする活動を行っていましたか」の質問に肯定

的な回答をした割合が、全国と比べ約１２ポイン

ト、東京都と比べ約１０ポイント上回っていた。 

「将来の夢をもっていますか」及び、「自分でやると

決めたことは、やり遂げるようにしていますか」並

びに、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦して

いますか」の質問に対して否定的な回答率が、全国

や東京都より上回っていた。また、５年生までに受

けた授業は、自分にあった考え方、教材、学習時間

になっていたか」という質問に対して、否定的な回

答率が全国や東京都より上回っていた。児童に自信

をもたせる取組を設け、個々の状況に応じた丁寧な

指導を行う必要がある。 


